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ちょっと待った！ その解雇・雇止めちょっと待った！ その解雇・雇止めちょっと待った！ その解雇・雇止め

2月 24（水）・25日（木）9：00 ～ 19：00

― 連合全国一斉労働相談ホットライン ―

県本部第１回中央委員会
日　時　2月18日（木）15：00
場　所　水戸市・自治労会館
内　容　・2021春闘方針
　　　　・当面の闘争方針

い
き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
　
会
議
で
は
、
経
過
報
告
な

ど
各
報
告
に
関
す
る
質
疑
・

採
決
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
事

前
に
配
布
さ
れ
た
春
闘
方

針
、
当
面
の
闘
争
方
針
、
参

議
院
選
挙
闘
争
の
推
進
な
ど

の
議
案
に
対
し
、
再
質
問
と

答
弁
お
よ
び
補
足
提
案
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
全
議
案

が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
の
第
　26

回
参
議
院
選
挙
で
は
、
本
部

書
記
長
で
福
岡
県
本
部
出
身

の
「
鬼
木
誠
」
さ
ん
を
全
国

比
例
区
か
ら
自
治
労
組
織
内

候
補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
鬼
木
参
議
院
選

挙
候
補
予
定
者
の
決
意
表

が
必
要
な
時
に
『
Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
』
を
実
施
す
る
な

ど
目
先
の
景
気
や
株
価
を
優

先
し
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

必
要
性
な
ど
全
く
考
え
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
政
治
こ
そ

最
大
の
加
害
者
」
と
強
く
批

判
。
２
０
２
１
春
闘
に
つ
い

て
は
、
「
悪
化
す
る
経
済
環

境
下
で
民
間
の
取
り
組
み
は

厳
し
く
公
務
員
賃
金
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
め

ざ
し
て
人
勧
期
・
確
定
期
を

見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
と
く
に
、
今
春
闘
で
は

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
労
働

者
の
人
員
確
保
や
処
遇
改
善

を
め
ざ
し
『
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
も
っ
と
投
資
を
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
全
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

明
、
闘
争
宣
言
を
採
択
し
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
中
央
委
員

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、「
集
中
豪
雨

被
災
へ
の
カ
ン
パ
の
お
礼
と

震
災
支
援
対
策
の
拡
充
」

（
熊
本
）、「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
一
時
金
削
減
阻
止
の

闘
い
」（
兵
庫
）、「
経
過
報
告

で
現
業
公
企
統
一
闘
争
の
取

り
組
み
」（
岡
山
・
大
分
）、

「
重
点
支
援
県
本
部
の
取
り

組
み（
千
葉
・
滋
賀
）、「
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
と

の
審
査
支
払
機
関
統
合
問

題
」（
国
保
労
組
協
議
会
）、

「
大
阪
都
構
想
住
民
投
票
反

対
の
取
り
組
み
」（
大
阪
）な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
方
針
へ
の
意
見
は
次
の
通

り
で
す
。「
東
日
本
大
震
災

の
復
興
に
む
け
た
取
り
組

み
」（
宮
城
）、「
賃
金
確
定
闘

争
の
教
訓
を
活
か
し
た
組
合

員
参
加
の
２
０
２
１
春
闘
期

の
た
た
か
い
」（
北
海
道
）、

「
賃
金
制
度
運
用
の
実
態
の

総
点
検
と
人
勧
・
確
定
を
見

据
え
た
賃
金
改
善
闘
争
の
強

が
あ
い
さ
つ
し
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
つ
い
て
触
れ
、

「
政
府
の
決
定
・
執
行
・
追

加
の
３
つ
の
遅
れ
が
医
療
や

保
健
の
現
場
を
疲
弊
さ
せ
て

い
る
。
保
健
・
医
療
の
再
生

　
自
治
労
第
１
５
９
回
中
央

委
員
会
が
１
月
　
日
、
自
治

28

労
本
部
と
各
県
本
部
を
つ
な

ぐ
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
川
本
委
員
長

　
春
闘
方
針
を
決
定

2021

　
参
院
選
は
鬼
木
書
記
長
を
擁
立

2022

青
年
の
現
状
を
把
握
し
活
動

自治労第159回
中 央 委 員 会

化
」（
島
根
・
熊
本
）、「
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

と
組
織
化
」（
北
海
道
・
東

京
・
三
重
・
島
根
・
熊
本
）、

「
公
務
員
の
定
年
引
き
上
げ
」

（
栃
木
・
愛
媛
）、「
人
員
確

保
」（
山
形
・
群
馬
）、「
コ
ロ

ナ
禍
・
災
害
時
に
お
け
る
労

働
者
保
護
、
長
時
間
労
働
規

制
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
確
立
」

（
岩
手
・
富
山
・
島
根
）、「
同

一
労
働
同
一
賃
金
と
不
合
理

な
労
働
条
件
禁
止
の
取
り
組

み
、
医
療
や
保
健
所
の
人
員

体
制
・
職
場
環
境
の
改
善
」

（
東
京
）、「
失
職
特
例
の
条

例
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
」（
愛
媛
）、「
団
体
生
命
共

済
の
改
正
に
つ
い
て
」（
富

山
・
福
井
・
香
川
・
大
分
・

熊
本
・
鹿
児
島
）、「
公
共

サ
ー
ビ
ス
民
間
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
公
共
民
間
単
組
の

団
交
・
争
訟
対
応
へ
の
連
携

に
つ
い
て
」（
東
京
）、「
組
織

強
化
」（
岡
山
）、「
政
治
闘
争

の
強
化
と
参
院
選
の
取
り
組

み
」（
神
奈
川
・
三
重
・
岡

山
・
高
知
・
沖
縄
・
大
分
）。

ウェブで開催した自治労中央委員会 であいさつする川
本委員長

私
た
ち
は
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
根
底
を
支
え

て
い
る
の
は
日
々
の
生
活
で

あ
り
、
安
心
安
全
に
働
く
環

境
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
。

　
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
３

密
を
避
け
る
な
ど
コ
ロ
ナ
対

策
が
叫
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
ど

　
今
年
は
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
組
合
員
の
多
く
が
気
の

抜
け
な
い
日
々
を
送
り
、
多

大
な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
抱

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
私
た
ち
公
務
員

は
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
も

の
も
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て

　
こ
の
度
、
第
　
回
青
年
部

64

定
期
大
会
に
よ
り
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
那
珂
市
職
の
河

野
光
由
で
す
。

お
り
の
活
動
が
難
し
く
な
っ

た
今
、
組
合
活
動
を
今
後
ど

れ
だ
け
行
え
る
か
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
現
状
を
把
握
し
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
か
理
解

し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
経
験
、
知
識
が

足
り
な
い
身
で
あ
り
至
ら
な

い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
共
に
選
ば
れ
た
役
員
と

力
を
あ
わ
せ
て
い
き
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
、
こ
の

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

県
本
部
青
年
部
長
　
河
野
光
由

2021春闘自治労重点要求
①　4％以上の賃金改善をめざそう
（初任給引き上げ、昇給・昇格制度の改善、号
俸延長、時間外手当の完全支給）

②　長時間労働・不払い残業の是正
③　職場の人員確保と雇用と年金の接続
④　地域公共サービスの質を守るための処遇改善
と人員確保、そのための財源拡充
⑤　ワーク・ライフ・バランスの実現と男女平等・
両立支援の推進
⑥　常勤職員との均衡ある会計年度任用職員制度
の確立と処遇改善・組織化
⑦　公共民間労働者の雇用の確保と賃金・労働条
件の改善
⑧　あらゆるハラスメントの防止

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

法律にかかわる問題は何でもＯＫ　0120-154-052
―連合茨城無料法律相談202１日程―

担当弁護士：足立勇人・白石裕・橘朋代・水口二良・野村貴広弁護士
時　間　　13：00～15：30（相談時間は30分）
場　所　　茨城県労働福祉会館4F連合茨城事務所内　電話 0120-154-052
　　　　　mail  info@ibaraki.jtuc-rengo.jp
　　　　　（水戸市梅香2-1-39）http//ｗs1-rengo.or.jp/ibaraki

※事前予約が必要ですので、相談さ
れる方は電話でお申し込みください。
また、ご相談内容によってはお受け
できない場合もございますので、ご
了承ください。相談回数については
年度内原則１回限りとさせていただ
きます。

3月13日(土）2月20日(土）開催日

7月24日(土)6月19日(土)5月15日(土）4月17日(土）

12月18日(土)11月20日(土）10月16日(土）9月11日(土）

域 育違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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神
栖
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
岩
井
　
栄
祐

副
執
行
委
員
長
　
染
谷
　
浩
二

　
　
〃
　
　
　
野
中
　
祐
子

　
　
〃
　
　
　
大
竹
　
一
徳

　
　
〃
　
　
　
谷
口
　
美
保

書
　
記
　
長
　
沼
田
　
勝
也

書
　記
　次
　長
　
羽
石
　
哲
也

　
　
〃
　
　
　
櫻
井
真
由
美

　
　
〃
　
　
　
木
村
　
正
朋

執
　行
　委
　員
　
大
竹
　
由
佳

　
　
〃
　
　
　
伊
東
　
大
輔

　
　
〃
　
　
　
野
中
　
威
見

　
　
〃
　
　
　
半
田
　
憲
司

　
　
〃
　
　
　
瀧
　
　
裕
美

執
　行
　委
　員
　
日
向
寺
顕
子

　
　
〃
　
　
　
矢
部
奈
穂
子

　
　
〃
　
　
　
安
藤
　
愛
理

　
　
〃
　
　
　
柚
木
起
美
代

　
　
〃
　
　
　
大
西
　
郷
美

　
　
〃
　
　
　
古
徳
　
典
子

　
　
〃
　
　
　
太
田
　
昌
希

　
　
〃
　
　
　
下
河
　
理
香

　
　
〃
　
　
　
寺
坂
　
　
忍

土
浦
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
稲
田
　
智
大

副
執
行
委
員
長
　
古
橋
　
裕
司

書
　
記
　
長
　
林
　
　
真
未

書
　記
　次
　長
　
横
田
　
紘
一

執
　行
　委
　員
　
岩
瀬
　
祐
一

　
　
〃
　
　
　
中
泉
　
　
梢

　
　
〃
　
　
　
佐
藤
　
寛
士

　
　
〃
　
　
　
櫻
井
　
智
之

　
　
〃
　
　
　
菅
谷
　
芳
宏

　
　
〃
　
　
　
内
田
　
拓
海

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

域 育違違違違違違違違違違違

　
健
康
と
環
境
、
持
続
可
能

な
社
会
生
活
を
め
ざ
す
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
ロ
ハ
ス
と
い

う
。
ロ
ハ
ス
を
経
営
理
念
に

掲
げ
、
国
内
１
５
６
店
舗
、

海
外
２
店
舗
の
ホ
テ
ル
を
展

開
す
る
の
が
株
式
会
社
ス
ー

パ
ー
ホ
テ
ル（
本
社
・
大
阪

市
）だ
。

　
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に

室
内
を
整
え
大
浴
場
で
汗
を

流
せ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大

阪
で
宿
泊
療
養
施
設
に
手
を

挙
げ
、
無
症
状
者
、
軽
症
者

を
受
け
入
れ
た
。
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
も
重
点
課
題
に

し
て
い
る
と
い
う
。

　
利
用
者
の
評
価
は
高
い

が
、
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
上
野

入
谷
口
店
の
支
配
人
ら
が
起

こ
し
た
訴
訟
か
ら
は
、
担
い

手
た
ち
の
窮
状
が
浮
か
ぶ
。

　
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル（
以

下
、
会
社
）は
男
女
の
ペ
ア

と
業
務
委
託
契
約
を
交
わ

し
、
男
女
は
そ
れ
ぞ
れ
支
配

人
、
副
支
配
人
と
し
て
ホ
テ

ル
に
住
み
込
み
、
年
中
無
休

の
ホ
テ
ル
業
務
を
回
す
。
訴

状
に
よ
る
と
支
配
人
Ａ
さ
ん

も
、
副
支
配
人
の
渡
邉
亜
佐

美
さ
ん
も
、
１
日
の
就
労
は

　
時
間
に
及
ん
だ
。

18　
会
社
側
は
裁
判
で
、
支
配

人
は
業
務
を
ア
ル
バ
イ
ト
に

割
り
振
れ
る
し
、
効
率
よ
く

こ
な
せ
ば
休
憩
も
長
く
取
れ

る
と
主
張
し
た
。
自
分
た
ち

が
か
な
り
働
か
な
い
と
店
に

利
益
が
残
ら
な
い
構
造
は
、

コ
ン
ビ
ニ
に
も
似
て
見
え
る
。

　
渡
邉
さ
ん
た
ち
は
首
都
圏

青
年
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
。
一
度

は
会
社
と
の
話
し
合
い
が
も
た

れ
た
が
、
昨
年
３
月
　
日
、

24

幹
部
社
員
ら
が
突
然
ホ
テ
ル

に
来
て
業
務
を
掌
握
。
契
約

は
解
除
さ
れ
、
渡
邉
さ
ん
ら

は
職
と
住
ま
い
を
失
っ
た
。

　
渡
邉
さ
ん
ら
が
地
位
確
認

な
ど
を
求
め
裁
判
を
起
こ
す

と
、
会
社
は
記
者
会
見
で
の

「
過
激
な
発
言
内
容
」
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ

れ
深
刻
な
被
害
が
生
じ
た
な

ど
と
し
、
他
の
理
由
と
併
せ

約
３
６
３
２
万
円
（
う
ち
記

者
会
見
が
１
１
０
０
万
円
）

を
払
え
と
求
め
る
反
訴
を
起

こ
し
た
。

　
フ
ジ
ビ
事
件
、
ジ
ャ
パ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
事
件
に
も
通

じ
る
が
、
労
働
者
か
ら
職
を

取
り
上
げ
、
彼
女
・
彼
の
発

言
ま
で
訴
え
る
行
為
に
は
違

和
感
が
あ
る
。
会
社
に
反
訴

の
意
図
を
た
だ
し
た
が
「
係

争
中
」
を
理
由
に
応
じ
な

か
っ
た
。

　
龍
谷
大
名
誉
教
授
の
脇
田

滋
さ
ん
は
「
使
用
者
責
任
回

避
の
ひ
ど
い
例
だ
。
支
配
人

ら
が
労
働
者
と
認
め
ら
れ
な

い
の
は
社
会
正
義
に
も
反
す

る
」
と
話
す
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
宣
言
に
は
「
表
現
及
び
結

社
の
自
由
は
、
不
断
の
進
歩

の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
」と
い
う
一
節
が
あ
る
。

職
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
労
働

者
が
会
社
に
抗
議
す
る
自
由

さ
え
脅
か
さ
れ
る
の
は
、
と

て
も
ロ
ハ
ス
に
は
思
え
な
い
。

ジャーナリスト

北　健一

　支
配
人
を
訴
え
た

　　　　「
ロ
ハ
ス
」な
ホ
テ
ル

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
勤

　
地
方
財
政
を
基
礎
か
ら
学

ぶ
場
と
し
て
自
治
労
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
地
方
財
政

セ
ミ
ナ
ー
」
が
２
月
２
日
、

本
部
と
県
本
部
会
場
を
結
ん

で
開
か
れ
ま
し
た
。
　
 

　
は
じ
め
に
、
自
治
労
本
部

を
代
表
し
て
鬼
木
書
記
長
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
鬼
木
書
記
長
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
ひ
っ
迫
す
る
国
の
財
源

の
中
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
最
前
線
の
地
方
自
治
体
の

財
源
確
保
や
「
社
会
的
連
帯

感
を
取
り
戻
す
」
２
０
２
１

春
闘
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
先
の
中

央
委
員
会
で
次
期
参
議
院
選

挙
の
自
治
労
組
織
内
候
補
と

し
て
選
出
さ
れ
た
経
緯
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、「
２
０
２
１

年
度
地
方
財
政
対
策
の
ポ
イ

地方財政セミナーであいさつする鬼木書記長

自
治
体
財
政
分
析
は
重
要
　
ン
ト
」
を
総
務
省
自
治
財
政

局
が
説
明
し
た
あ
と
、
「
財

政
分
析
の
ス
ス
メ
～
シ
ョ
ッ

ク
・
ド
ク
ト
リ
ン（
危
機
便

乗
型
合
理
化
策
）に
惑
わ
さ

れ
な
い
た
め
に
～
」
を
テ
ー

マ
に
飛
田
博
史
地
方
自
治
総

合
研
究
所
研
究
員
が
、「
政

府
予
算
と
自
治
体
財
政
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
其
田
茂
樹

地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究

員
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
地
方
財
政
悪
化

を
理
由
に
し
た
地
域
手
当
の

カ
ッ
ト
提
案
」
攻
撃
を
受
け

て
い
る
栃
木
県
本
部
の
大
田

原
市
職
・
金
丸
委
員
長
か
ら

取
り
組
み
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
　
金
丸
委
員
長
か
ら
は
、
当

局
と
の
交
渉
の
ツ
ー
ル
と
な

る
自
治
体
財
政
分
析
の
重
要

性
と
「
地
方
交
付
税
の
算
定

基
礎
に
含
ま
れ
て
い
る
地
域

手
当
カ
ッ
ト
の
不
当
性
」
が

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」
ウ
ェ
ブ
で
開
催

威

慰

惟
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都
道
府
県
の
　
～
　
歳

47

20

59

の
男
女
に
質
問
し
た
調
査
で

す
。
　
賛
成（「
自
分
は
同
姓
が
よ

い
、
ほ
か
の
夫
婦
は
同
姓
で

も
別
姓
で
も
構
わ
な
い
」と

「
自
分
は
別
姓
が
選
べ
る
と

よ
い
、
ほ
か
の
夫
婦
は
同

姓
で
も
別
姓
で
も
構
わ
な

い
」の
合
計
）
が
　
・
６

70

％
、
反
対（「
自
分
は
同
姓

が
よ
い
、
他
の
人
も
同
姓

で
あ
る
べ
き
だ
」）は
　
・
14

４
％
で
し
た
。
全
都
道
府

県
で「
賛
成
」が「
反
対
」を

２
倍
以
上
上
回
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

述
に
は
「
選
択
の
自
由
が

あ
れ
ば
誰
も
困
る
人
が
い

な
い
と
思
う
か
ら
」
「
共

働
き
を
し
て
い
る
夫
婦
が

多
く
、
姓
が
変
わ
る
こ
と

で
様
々
な
手
続
き
が
大

変
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
に

「
賛
成
」
の
人
が
７
割
―

市
民
団
体
（
選
択
的
夫
婦

別
姓
・
全
国
陳
情
ア
ク

シ
ョ
ン
）
な
ど
が
行
っ
た

調
査
で
、
こ
ん
な
結
果
が

出
ま
し
た
。

選 択 的
夫婦別姓

「
賛
成
」
が
７
割
に

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

く
ら
し
と
統
計


